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緒言 

 ガソリンが蒸発して気体となったものを燃料蒸発ガスと呼ぶ。燃料蒸発ガスは人体に有害  

であり、ガソリンスタンドでは、燃料蒸発ガスを圧縮・冷却することで、液化回収する方法が   

採用されてきた。しかし、本方式は、装置が大がかりであり、設備費用が高額である。 

そこで、我々は、安価に構成できる誘電体バリア放電（大気圧プラズマの一種）で、燃料蒸発

ガスを分解し、無害化することを検討した。 

 

実験方法 

実験方法・評価方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実験結果 

 サンプリング後のガス分析

結果を、表 1 に示す。イソ   

オクタンに含まれる炭素数は、

8 個であり、プラズマ処理後 

に、概ね、8 個以下の炭素数  

になっていることが分かる。 

完全分解に至るには、更に、 

条件を改善する必要があり、 

報告当日まで、種々、検討予定である。 

図 1 実験装置の概略図 

表 1 実験結果 

実験装置の概略図を、図 1 に示す。燃料  

蒸発ガスを模擬するため、イソオクタンを  

アルゴンでバブリングし、誘電体バリア放電  

リアクターに送り込んだ。誘電体バリア放電

リアクターに、ネオン変圧器にて、60 Hz,  

10 kV を印加し、放電せしめた。放電後の  

ガスをサンプリングし、ガスクロマトグラフ

測定に供した。 
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